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はじめに 

近年、環境問題や高齢社会問題の影響から需要が高まっている超小型電

気自動車（Fig.1）の乗り心地を改善するため、当研究グループではアクチ

ュエータにボイスコイルモータ（VCM）を使用したアクティブシートサス

ペンション（ASS）を提案している 1)。これまでに段差降下時において過

渡的な振動を受けた際、ASS による乗員の頭部に受ける衝撃の低減効果に

ついて報告している 2)。しかし、ASS を用いたシート制御により乗員の負

担がどの程度軽減するかについての検討を行っていない。そこで本研究で

は歩車道境界の段差など過渡的な振動を受けた際、乗員の頭部を支える頸

部の筋活動から評価を行い、頸部の負担低減効果について検討を行った。 

制御システムおよび実験方法 

Fig.2 に ASS の制御システムを示す。制御に用いる座面の絶対変位、

絶対速度は加速度ピックアップからの信号をコンピュータ内でディジ

タル積分することで検出している。さらにVCMに流れる電流を検出し、

これらの観測量を用いて制御電圧をコンピュータで計算し、VCM を駆

動して制御力を発生する。制御手法はこれまでと同様に最適制御を用い

た。実験は歩車道境界の段差を想定した高さ 50mm の硬質ゴム板を用い

て行った。走行中に乗員が予期せず外乱を受けた場合を想定し、乗員に

段差を降下するタイミングは教示しないものとした。本研究では頭部を

保持しようとする際に筋活動をする胸鎖乳突筋の表面筋電位の計測を

行った。計測した筋電位より二乗平均平方根（RMS）を算出した。 

実験結果 

Fig.3 にシート変位の最大振幅値に対する頸部筋電位を未制御

（変位が 76mm のとき）と比較して示した。各プロットは供給エ

ネルギに対する負担低減効果について考察するために、シートの制

御力を変化させて実験を行った結果である。シート最大変位が低減

することで筋電位が低減していることが確認できる。未制御と比較

して最高性能時（変位が 49mm のとき）では筋電位は約 50%に低

減した。以上によりシート変位を低減させることで頸部の負担低減

を確認することができた。 
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Fig. 3 Relation between seat 
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Fig. 2 ASS control system 
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